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Data Sheet

Ciscoの Managed Shared Services

収益性の拡大に貢献

Ciscoの Managed Shared Servicesは、
Multiprotocol Label Switching Virtual Private 
Network （MPLS VPN） におけるマネージ
ド  シェアード  サービスを可能にする
Cisco IOS ® ソフ ト ウェア の機能です。 シ
スコの MPLS機能を使用する と、 サービ
ス  プロバイダは企業クライアン トに
Cisco MPLS VPNによる接続上のあらゆる
利点を提供できるだけでなく、 経済的に

魅力ある IPサービスを提供するこ とに
よって、 新たな収入源を作り出すこ とが

できます。 シスコは実績ある MPLS VPN
ソ リ ューシ ョ ンをさ らに拡大し、 Cisco 
IOS ソフ ト ウェアの次の 4つのテク ノ ロ
ジーを含めました。 すなわち、 MPLS 
VPN対応の Network Address Translation
（NAT; ネッ ト ワーク  アドレス変換）、
MPLS VPN対応の On-Demand Address 
Pools （ODAP; オン デマンド  アドレス  
プール）、 マルチキャス ト VPN、 および
VPN Select です。 こ う した新しいキー テ
ク ノ ロジーを導入するこ とによ り、 エン

タープライズが自営で構築している IP
サービスをエンタープライズ ネッ ト ワー
クからサービス  プロバイダの MPLS VPN
ネッ ト ワークに移し、 サービス  プロバイ
ダの VPN ネッ ト ワーク上で共有させるこ
とによって、 運用上および経済上のメ

リ ッ ト をさ らに拡大できるよ うにな り ま

した。

Cisco の Managed Shared Services を導入し
た場合、 MPLS VPN カスタマに付加価値
サービスを提供する際に発生しがちな、

さまざまな問題 （リ ソース利用の非効率

性、 ト ラフ ィ ッ クの高負荷、 管理の複雑

性など） が排除されます。 シスコの

MPLS テク ノ ロジーは、 共有 IPサービス
を効率的に管理する機能、 マルチキャス

ト  ベース  サービスを配信する機能を組み
込み、 また、 ク ライアン ト  サービスの選
択に関する柔軟性を提供します。 

シスコの MPLSには、 IPサービスによる
新しい収入源を作り出すと と もにコス ト

を節約する、 多くの VPN Routing and 
Forwarding （VRF） 機能が含まれていま
す。 一例と して、 MPLS VPN対応の NAT
機能を使用する と、 サービス  プロバイダ
はコンテンツ  ホスティング、 ERP アプリ
ケーシ ョ ン ホスティング、 およびマネー
ジド  インターネッ ト  アクセス といった
サービスをコス ト効率よ くサポートする

こ とができます。 そのほかにも、 MPLS
ネッ ト ワークに業界標準プロ ト コルのサ

ポート を追加する機能や、 ルーティング

制御を改善または自動化する機能があ り

ます。 こ う した機能が完備しているため、

MPLS VPN ビジネス  ク ライアン トはエン
タープライズ環境に要求される堅牢な機

能に確実にアクセスするこ とができ、

ネッ ト ワークの入り口にある多くの障壁

が排除されます。

Ciscoの Managed Shared Servicesには、 マ
ルチキャス ト VPN機能も組み込まれてい
ます。 したがってサービス  プロバイダ
は、 エンタープライズ市場における在宅

勤務などのアプリ ケーシ ョ ンに不可欠な

IPサービスの需要に対応するこ とができ
ます。 マルチキャス ト VPN テク ノ ロジー
によって MPLS ネッ ト ワーク上でのパ
ケッ ト複製が削減され、 データ、 音声、

およびビデオ ス ト リームの大量でスケー
ラブルな配信が可能になり ます。 サービ

ス  プロバイダはマルチキャス ト VPN機
能を利用するこ とで、 既存のインフラス

ト ラ クチャ  リ ソースを活用し、 ビデオ会
議や E-Learning など、 インターネッ ト
ベース  ス ト リーミ ング アプリ ケーシ ョ ン
における競争力に優れたサービスを提供

できます。
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総括する と、 Ciscoの Managed Shared Services機能は、 複雑な展開作業または管理作業なしで、 サービス  プロバ
イダに強力かつ新しい MPLS VPN機能や汎用性を提供します。

NAT （ネッ トワーク  アドレス変換）

今日の MPLS ネッ ト ワークでは、 企業は VPN接続のみならずインターネッ ト接続のために専用リ ンクおよび
ルータ  ポートの費用を負担しなければなり ません。 そのほかに社内で NAT を管理するための運用経費も負担
する必要があ り ます。 サービス  プロバイダが企業ク ライアン ト向けに追加のルータ /NATデバイスによる NAT
サービスを提供する場合もあ り ますが、 設計が非常に複雑になり ます。 MPLS VPN対応の NAT を使用する と、
MPLS VPN接続および共有サービスへのアクセスを提供する 1本のネッ ト ワーク接続を使用して、 MPLS VPN
に NATサービスを統合化する という、 簡素かつフレキシブルな方法が実現されます。 

MPLS VPN対応の NATは、 よ り経済的な NATサービスを実現させるので、 企業ク ライアン トに訴求力の強い
サービスにするこ とができ、 サービス  プロバイダの新しい収益機会が生み出されます。

シスコの MPLS VPN対応 NAT機能には、 次のよ うな利点があ り ます。

• MPLS VPNに NAT を統合化するための、 簡素かつフレキシブルな方法です。

• VPN アドレス  スペースの重複 （MPLS VPNでは許容可能） を自動的に管理し、 共有サービス  アプリ ケー
シ ョ ンで正しいアドレス  マッピングを確実に行います。

• VPN完全対応の NATサービスを中央集約的に配信します。

• NAT冗長性を有効にします （1台または複数のプロバイダ エッジ ルータに NAT を設定できます）。

• 共有サービス とプロバイダ ネッ ト ワークの間でネッ ト ワーク  アドレス変換を実行する物理接続の必要性を
なく します。

DHCP Relay

サービス  プロバイダは、 Dynamic Host Configuration Protocol （DHCP） ク ラ イアン トのサポートについても、 中
央集約的なサービスの利点を活用するこ とができます。 MPLS VPN対応の DHCP リ レー機能によって、 DHCP
リ レー エージェン トはク ライアン トが発信した DHCPパケッ ト を DHCPサーバに転送する と きに、 DHCP要求
および VPN アソシエーシ ョ ンに関する情報を転送するこ とができます。 DHCPサーバはこの情報を使用して、
IP アドレスまたはその他のパラ メータで指定されるポ リシーを解釈するこ とができます。 DHCP リ レー エー
ジェン ト情報オプシ ョ ンは、 1つまたは複数のサブオプシ ョ ン （VPN ID、 サブネッ ト選択、 およびサーバ ID
オーバーライ ド） を含む単一の DHCPオプシ ョ ンと して編成され、 リ レー エージェン トに認識される情報を伝
達します。 

環境によっては、 1つまたは複数の MPLS VPNにアクセスするネッ ト ワーク要素にリ レー エージェン トが存在
する場合があ り ます。 これらの異なる VPN上の DHCP ク ライアン トにサービスを提供しなければならない
DHCPサーバは、 DHCPの VPN アソシエーシ ョ ンについて認識している必要があるので、 この情報がリ レー 
エージェン トに含まれています。 

MPLS VPN対応の DHCP リ レー機能には、 次のよ うな利点があ り ます。

• アドレスの重複が許容される （複数の VPN上のク ライアン トが IP アドレスを共有できる） ので、 ネッ ト
ワーク管理者はアドレス  スペースを節約できます。

• 複数の VPNすなわちグローバル スペースにおけるホス トの識別が可能です。

• 既存の企業カスタマの DHCP/ アドレシング スキームの整合性が保たれます。
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On-Demand Address Pools （ODAP）

サービス  プロバイダは現在、 カスタマ用の IP アドレスの効率的な管理という課題に直面しています。 MPLS 
VPN を使用する場合、 サービス  プロバイダは VPN ごとに個別の RADIUS または DHCPサーバ用に IP アドレ
ス  プールを割り当てる必要があ り ます。 サイ トのしきい値に達する と、 手動で新しいアドレスを提供しなけれ
ばなり ません。 MPLS VPN対応の ODAP を使用する と、 このプロセスは完全に自動化され、 1つまたは複数の
サーバを対象に共有サービス と して提供されます。 サイ トのしきい値を超過する と、 MPLS VPN対応の ODAP
がアドレス  プール全体を拡張するプロセスを自動的に行うので、 ネッ ト ワークの負荷が削減され、 手動での設
定作業が不要になり ます。

MPLS VPN対応の ODAP機能には、 次のよ うな利点があ り ます。

• 自動化された制御機能。

• サブネッ ト単位、 インターフェイス単位でアドレスを割り当てる、 MPLS VPNサポート。

• 簡単に使用できるモニタ リ ング機能 （プール マネージャによってアドレスの利用状況が調べられ、 必要に
応じてプールが拡張されます）。

• VPN設定の簡素化 （設定と同時に、 プール マネージャがアドレス  プール サーバから最初のサブネッ ト を要
求できます）。

HSRP

Ciscoの Managed Shared Servicesでは、 MPLS VPN インターフェイス上での Hot Standby Router Protocol （HSRP）
サポート も提供されます。 この機能は、 MPLS VPN上のインターフェイスに接続しているワークステーシ ョ ン
またはルータに対し、 ト ランスペアレン ト な 「ファース ト  ホップ IPルーティング」 冗長性を提供します。
HSRPは、ホッ ト  スタンバイ  ルータ  グループを作成し、そのうち第 1ルータがホッ ト  スタンバイ  アドレスに送
信されるすべてのパケッ ト を処理します。 グループ内のその他のルータは、 第 1ルータをモニタします。 第 1
ルータで障害が発生する と、 スタンバイ  ルータがその役割とホッ ト  スタンバイ  アドレスを引き継ぎます。
HSRPプロ ト コルでは、 アクティブ ルータ、 プ リエンプシ ョ ン遅延、 ホールド  タイム、 およびインターフェイ
ス  ステータスの ト ラ ッキングを指定するこ とができます。

MPLS VPN対応の HSRPには、 次のよ うな利点があ り ます。

• ネッ ト ワーク  アベイラビ リ ティの向上

• ト ランスペアレン ト なネッ ト ワーク  ト ポロジー変更

• ホッ ト  スタンバイ  パラ メータの簡素かつ中央集約的な制御

VRRP

HSRP と同じよ うに、 Virtual Router Redundancy Protocol （VRRP） では、 ルータのグループを 1台の仮想ルータ
と して機能させるこ とができます。 Ciscoの Managed Shared Servicesには、 MPLS VPN対応の VRRPが含まれて
おり、 ルータのグループに 1つの仮想 IP アドレスおよび 1つの仮想MAC アドレスを共有させるこ とができま
す。 1台のマスター ルータがローカル ホス トのパケッ ト転送を行い、 グループ内の残りのルータは、 マスター
の障害に備えるバッ クアップ ルータ と して動作します。 VRRP を使用する と、 バッ クアップ ルータはパケッ ト
転送に関する限りアイ ドル状態を続けます。

MPLS VPN対応の VRRPには、 次のよ うな利点があ り ます。

• ネッ ト ワーク  アベイラビ リ ティの向上

• 標準準拠プロ ト コル

• 各環境に適したプロ ト コルを選択できるフレキシビ リティ
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マルチキャスト VPN

MPLS VPNにマルチキャス トのサポートが組み込まれていないと、 大容量データ、 音声、 およびビデオ ス ト
リームの広範囲での配信がきわめて非効率的になり ます。 たとえば現在、 VPN上のサイ ト間でマルチキャス ト  
ト ラフ ィ ッ クを送信するには、 フルメ ッシュの GRE ト ンネルが必要です。 結果的に、 スケーラビ リティのない
非効率的なネッ ト ワーク設計になり ます。 サービス  プロバイダの MPLS VPN ネッ ト ワーク内部にネイティブの
マルチキャス ト機能を実装するこ とによ り、 マルチキャス ト  サービスから収益を上げる途が拓かれます。 サー
ビス  プロバイダは現在のリ ソースを活用して、 在宅勤務、 ビデオ会議、 E-Learning、 およびその他のビジネス  
アプリ ケーシ ョ ンのホスティングといった、 帯域幅を大量に消費するス ト リーミ ング サービスをサポートする
こ とができます。 シスコのマルチキャス ト VPN テク ノ ロジーを使用する と、 マルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ クの配
信に関連するパケッ ト複製およびパフォーマンスの問題がなくな り、 エンタープライズ ネッ ト ワークのさまざ
まなアプリ ケーシ ョ ンの効率性を向上させるこ とができます。

マルチキャス ト VPNによってサービス  プロバイダが得られる利点は、 次のとおりです。
• サービス  プロバイダの MPLS VPN ネッ ト ワークを活用して、 企業クライアン トにマルチキャス ト  サービス
を提供できます。

• 設定の複雑性をなく し、 時間を短縮します ― コンフ ィギュレーシ ョ ンが必要なのは、 エッジ ルータ上だけです。
• サービス  プロバイダ ネッ ト ワークの透過性が確保されます。
• 仮想マルチキャス ト  ネッ ト ワークなど、 高度なエンタープライズ向けサービスを簡単に作成できます。
• ネッ ト ワークのスケーラビ リティが強化されます。

Pingおよび Traceroute

これらの拡張機能は、 ネッ ト ワークの接続能力を簡単にテス トするためのメカニズムを提供します。 特定の

サーバに短いメ ッセージ （Ping） を送信する、 または特定のルートでメ ッセージ （Traceroute） を送信するこ と
によ り、 ネッ ト ワーク管理者は、 サーバまたは接続が正常に稼動しているかど うかを迅速に調べるこ とができ

ます。 これらの機能は VPN対応になっているので、 VPN固有の障害を検出できます。

VRF対応の Pingおよび Tracerouteには、 次のよ うな利点があ り ます。
• MPLS VPNの障害をすばやく検出します。
• さまざまなタイプのサーバおよびネッ ト ワーク機器を対象に、 簡単に実行できます。

VPN Select

VPN Select を使用する と、 アクセス  プロバイダは、 サービス  プロバイダが提供する VPN をアクセス  ネッ ト
ワークまで拡張するこ とによって、 ブロードバンド  カスタマに VPN接続機能を提供するこ とができます。 ブ
ロードバンド  カスタマは、 VPN機能を提供する任意の ISPに接続できます。 その結果、 サービス  プロバイダに
新しい市場が拓かれ、 ブロードバンド  ユーザに企業 VPN接続を提供できるよ うにな り ます。

VPN Selectは、 VPN と単一インターフェイス との限定的な結びつきをなく します。 指定されたインターフェイ
スは、 パケッ トの送信元 Internet Protocol （IP） アドレスに基づいて、 パケッ ト をいくつもの異なる VPNにルー
ティングできます。 この機能によってサービス項目に多様性がもたらされるだけでなく、 グローバル企業に

とって特に重要な利点と して、 リモート  ユーザが使用するアクセス  プロバイダを特定するこ とな く企業 VPN
に接続するこ とができます。

VPN Selectには、 次のよ うな利点があ り ます。
• VPN と単一インターフェイスの関連性を分断します。
• 単一インターフェイス上の複数カスタマに対するケーブルおよび DSL環境のサポート （カスタマは送信元

IP アドレスに基づいて VPN コンテキス トに置かれます）。
• VPN機能を提供する任意の ISPへの DSLおよびケーブル カスタマのマッピング。
• リモート  ユーザがアクセス  プロバイダに関わりな く VPNに接続が可能。
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プラッ ト フォーム サポート

Ciscoの Managed Shared Services機能に関する現在のプラ ッ ト フォーム サポートについては、 Cisco Feature 
Navigator （http://www.cisco.com/go/fn/） を参照してください。

表 1 Ciscoの Managed Shared Servicesの主な機能

カテゴリおよび機能 機能 利点

NAT （ネッ ト ワーク  
アドレス変換）

MPLS VPN対応の NATによ り、 VPN単位で一意の
変換を作成し、 アドレスが重複していても共有

サービスへのアクセスを可能にします。

NATサービスのアウ ト ソーシングによ り、
サービス  プロバイダの収益を増やします。
共有サービスの配信を効率化します。 リ

ソースの中央集約的な管理を簡素化しま

す。 ネッ ト ワークの複雑性を緩和し、 企業

が負担するコス ト を下げます。

DHCP Relay DHCP リ レー エージェン トが DHCPサーバに VPN
アソシエーシ ョ ンを転送し、 VPN単位でアドレス
を割り当てられるよ うにします。

エンタープライズに不可欠なプロ ト コル /
サービスが使用可能になり ます。 既存の

DHCP/ アドレシング プランが維持されま
す。 アドレス  スペースを節約します。

On-Demand Address 
Pools （ODAP）

要求に応じてプールからアドレスの作成および割

り当てを行います。 サブネッ ト単位、 VPN単位で
アドレスを割り当てます。

共有 DHCPサーバまたは RADIUSサーバ
からの IP アドレスの割り当てを自動化し
ます。 効率的に VPN を実装および管理す
るために必要な機能です。

HSRP VPNサイ トにファース ト  ホップ冗長性を提供しま
す。

ネッ ト ワーク  アベイラビ リ ティを向上さ
せ、 ト ポロジーの変化に関する透過性を確

保します。

VRRP ルータのグループが 1台のルータ と して機能し、 1
つの仮想 IP アドレスおよび仮想MAC アドレスを
共有します。

ネッ ト ワーク  アベイラビ リ ティを向上さ
せます。 環境の要件に適したプロ ト コルを

選択できます。

マルチキャス ト VPN MPLS VPN におけるネイティブの統合型マルチ
キャス ト  サポート。

インフラス ト ラ クチャ  リ ソースを企業の
ために効率的に利用します。 サービス  プ
ロバイダが幅広いアプリ ケーシ ョ ン サー
ビス （ビデオ会議、 E-Learning など） を提
供できます。

PingおよびTraceroute パケッ ト送信およびデバイス  ステータスを VPN単
位でモニタします。

障害を VPN単位ですばやく検出できます。

VPN Select パケッ トの送信元 IP アドレスに基づいて、 適切な
VRF選択テーブルにパケッ ト を切り替えます。

ク ライアン トが ISP を選択できます。 アク
セス  プロバイダに関わりな く、 リモート
から VPN に接続できます。 インターフェ
イスごとに複数の VPN がサポート されま
す。 スケーラビ リ ティおよび冗長性が拡大

されます。
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要約

Cisco の Managed Shared Servicesは、 MPLS VPN構造における機
能性を充実させ、 新しいサービスの管理および導入を簡素化する

こ とを目的と した一連の MPLS VPN開発作業の次のステップを
提示しています。 主な機能は、 表 1に記載されています。 シスコ
の最新の MPLS機能によ り、 サービス  プロバイダに次のよ うな
利点がもたら されます。

• マルチキャス ト VPN、 VPN Select を利用したブロードバンド  
サービスなど、 サポート されるサービス項目が拡大されま

す。

• マネージド  セキュ リティおよびネッ ト ワーク  サービス、 プ
ラ ッ ト フォーム サービスなど、 高度な付加価値サービスをサ
ポートするために必要な機能が含まれています。

• フルメ ッシュ  ト ポロジーを簡単に実装してスケーリ ングする
こ とができます。

• 管理に必要な経費が削減されます。

• 既存のリ ソースを効率的に利用するこ とによ り、 資本支出が
抑えられます。

• 堅牢な機能性と幅広いプロ ト コル サポート を必要とする企業
カスタマに魅力的で、 充実した機能性を提供します。
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